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『
平
家
物
諸
相
』
 
と
 
『
保
」
廿
几
物
議
帽
』
 
 

『
平
‥
叫
旧
物
誼
帖
』
 
と
 
の
関
連
 
 

－
共
通
記
事
に
つ
い
て
の
素
材
の
検
討
弓
 
 

亀
 
井
 
俵
 
子
 
 

∧
一
∨
 
 
 

『
平
家
物
語
』
 
i
巻
一
か
ら
巻
六
に
お
い
て
、
保
元
の
乱
・
平
治
の
乱
あ
る
 
 

い
は
『
保
元
物
語
』
呈
・
『
平
治
物
語
』
≡
と
何
ら
か
の
形
で
か
か
わ
る
記
事
 
 

は
、
大
は
実
子
義
朝
に
だ
ま
さ
れ
て
屋
敷
を
連
れ
出
さ
れ
長
々
と
恨
み
言
を
言
 
 

っ
た
後
に
殺
さ
れ
る
為
義
の
最
期
の
話
（
巷
一
二
一
代
后
）
 
か
ら
、
小
は
、
「
 
 

神
非
礼
巷
享
給
は
ず
」
と
い
う
二
言
（
巻
一
■
鹿
谷
）
ま
で
、
実
に
八
十
三
箇
 
 

所
に
も
及
ぷ
。
そ
の
う
ち
の
十
七
例
は
、
内
容
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
、
表
現
が
 
 

類
似
し
て
い
る
も
の
で
、
重
複
L
て
い
る
と
見
な
す
と
し
て
も
、
」
ハ
十
六
種
類
 
 

と
い
う
数
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
数
値
は
、
『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
物
語
』
に
記
き
れ
て
い
る
話
や
表
現
 
 

が
『
平
家
物
語
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
平
家
物
語
』
 
 

は
、
括
承
・
寿
永
の
源
平
両
家
の
争
い
を
描
き
つ
つ
も
、
そ
の
先
駆
け
と
も
な
 
 

っ
た
保
元
・
平
治
の
内
乱
を
物
語
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

本
稿
は
そ
の
実
態
の
t
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

∧
二
∨
 
 
 

最
初
に
、
こ
の
三
幸
の
関
連
を
共
通
記
事
の
多
寡
と
い
う
点
か
ら
考
案
し
て
 
 

み
る
。
 
 
 

先
程
の
八
十
三
の
共
通
記
事
・
共
通
表
現
は
、
 
 

＊
 
『
平
家
物
語
』
と
『
保
元
物
語
』
と
共
通
す
る
も
の
…
…
…
…
…
…
四
十
二
 
 

構
平
家
の
悪
逆
を
見
る
に
、
保
元
平
治
よ
り
こ
の
か
た
、
な
が
く
人
臣
の
 
 

礼
を
う
し
な
う
。
 
（
巻
七
 
木
骨
山
門
牒
状
）
 
 

の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
保
元
以
後
の
世
を
一
括
し
た
表
現
は
、
保
元
か
ら
寿
永
 
 

の
時
代
が
戦
乱
の
世
の
中
と
い
う
意
識
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
絶
え
て
久
し
い
 
 

死
罪
を
信
西
が
復
活
さ
せ
た
話
 
（
巷
二
■
小
教
訓
）
と
、
信
西
が
墓
を
掘
っ
て
 
 

宇
治
の
悪
左
府
の
首
を
実
検
L
た
請
（
巷
二
■
小
教
訓
）
は
、
詳
述
略
述
の
差
 
 

は
あ
る
が
三
作
品
に
共
通
す
る
記
事
の
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
著
名
な
こ
れ
ら
 
 

の
話
は
、
信
西
の
生
前
の
所
行
の
報
い
を
語
る
意
味
の
は
か
に
も
、
「
死
罪
を
 
 

お
こ
な
へ
ば
海
内
に
謀
反
の
輩
た
え
ず
（
巷
二
・
小
教
訓
）
 
」
の
言
葉
ど
お
り
、
 
 

ま
ず
、
『
保
元
物
語
』
と
 
『
平
治
物
語
』
 
の
 
『
平
家
物
語
』
と
の
共
通
記
事
 
 

・
共
通
表
現
は
、
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
て
、
数
の
多
寡
と
い
う
点
で
は
差
異
は
な
 
 

い
。
次
に
、
『
平
家
物
語
』
と
『
保
元
物
語
』
の
組
み
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
、
 
 

『
平
家
物
語
』
と
『
平
治
物
語
』
の
組
み
合
わ
せ
が
共
通
す
る
の
で
あ
っ
て
、
 
 

『
平
家
物
語
』
と
 
『
保
元
物
語
』
と
 
『
平
治
物
語
』
三
者
の
共
通
記
事
・
共
通
 
 

表
現
は
ご
く
少
な
い
。
徹
底
L
た
こ
の
姿
勢
は
、
『
平
家
物
語
』
の
中
で
、
保
 
 

元
の
乱
と
平
治
の
乱
と
が
別
々
の
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ
も
の
と
認
識
さ
れ
て
 
 

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

も
っ
と
も
、
『
平
家
物
語
』
 
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
 
 

と
、
細
分
で
き
る
。
 
 

＊
 
 

『
保
元
物
語
』
 
 
 

『
保
元
物
語
』
 
 

『
平
家
物
語
』
と
 
 
 

『
平
治
物
語
』
 
 
 

『
平
治
物
語
』
 
 

『
平
家
物
語
』
と
 
 
 

金
刀
比
標
本
に
記
事
が
あ
る
も
の
…
＝
…
…
…
…
二
二
十
三
 
 

金
刀
比
羅
本
に
記
事
が
な
く
他
の
諸
本
に
あ
る
も
の
…
九
 
 

『
平
治
物
語
』
と
共
通
す
る
も
の
…
…
…
‥
＝
…
‥
四
十
二
 
 

金
刀
比
擢
本
に
記
事
が
あ
る
も
の
…
…
…
…
…
…
三
十
七
 
 

金
刀
比
雇
本
に
記
事
が
な
く
他
の
諸
本
に
あ
る
も
の
…
五
 
 

『
保
元
物
語
』
と
 
『
平
治
物
語
』
と
共
通
す
る
も
の
…
二
 
 

こ
の
数
値
か
ら
、
大
畠
く
二
つ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
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信
西
の
手
に
よ
る
死
罪
の
復
活
が
平
治
以
後
の
戦
乱
の
世
を
招
く
こ
と
と
な
っ
 
 

た
、
つ
ま
り
、
三
つ
の
乱
が
一
連
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
当
時
の
人
々
そ
L
 
 

て
三
作
品
の
作
者
の
認
識
を
も
表
し
て
い
る
。
 
 

∧
三
∨
 
 
 

『
平
家
物
語
』
も
『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
物
語
』
も
、
諸
本
の
本
文
異
同
が
 
 

激
し
い
。
そ
こ
で
、
共
通
記
事
の
諸
本
間
で
の
芸
同
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
の
寛
一
本
の
「
是
は
き
ん
ぬ
る
御
葬
送
の
夜
の
瓜
封
楓
叫
叫
を
 
 

雪
め
む
が
為
と
ぞ
き
こ
え
L
。
（
巷
一
・
清
水
寺
炎
上
）
 
」
 
の
傍
線
部
は
、
『
 
 

源
平
盛
衰
記
』
 
壬
で
は
、
呉
越
の
戦
い
の
故
事
か
ら
 
「
会
稽
の
恥
」
と
い
う
語
 
 

の
由
来
に
ま
で
話
が
勝
ら
ん
で
い
る
。
増
補
系
の
諸
本
の
延
慶
本
亘
、
『
源
平
 
 

盛
衰
記
』
 
に
は
、
こ
の
よ
う
な
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
小
異
で
し
 
 

か
な
く
、
一
つ
の
話
の
有
無
と
い
っ
た
大
規
模
な
異
文
で
は
な
い
。
『
平
家
物
 
 

語
』
 
に
善
か
れ
て
い
る
 
『
保
元
怖
語
』
 
『
平
痛
切
語
』
 
の
記
事
・
表
現
に
山
間
し
 
 

て
 
『
平
家
物
語
』
 
の
四
本
革
に
は
際
だ
っ
た
差
は
な
く
、
等
質
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
物
語
』
の
代
表
的
な
諸
本
間
と
『
平
家
物
語
』
 
 

（
巻
一
～
巻
三
）
と
の
共
通
記
事
に
つ
い
て
、
そ
の
異
同
の
状
況
を
記
事
の
歎
 
 

で
表
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

＊
 
『
平
家
物
語
』
と
 
『
保
元
物
語
』
 
の
共
通
記
事
 
 

＊
 
『
平
家
物
語
』
と
『
平
治
物
語
』
の
共
通
記
事
 
 

九
条
家
本
草
ご
＝
…
…
…
…
…
…
・
・
■
－
・
▲
‥
＝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
・
十
」
ハ
 
 

金
刀
比
羅
本
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
十
六
 
 

金
刀
比
経
本
…
‥
 
 

半
井
本
≡
…
…
…
…
…
・
 
 
 

流
布
本
星
 
 

‥
…
…
…
‥
‥
 二
一
十
四
 
 

十
九
 
 

十
七
 
 

『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
物
語
』
を
通
じ
て
、
流
布
本
が
『
平
家
物
語
』
と
共
通
 
 

す
る
記
事
・
素
材
を
よ
り
多
く
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
 
 

流
布
本
に
だ
け
見
ら
れ
る
共
通
記
事
に
は
、
「
栴
檀
は
二
葉
よ
り
か
う
ば
し
 
（
 
 

流
布
本
『
保
元
物
語
』
巻
上
・
新
院
御
柱
沈
め
の
事
）
 
」
の
よ
う
な
諺
や
短
い
 
 

言
い
ま
わ
し
が
多
い
。
こ
れ
は
、
近
世
以
降
と
い
う
、
他
の
諸
本
に
比
べ
れ
ば
 
 

遅
い
時
期
に
作
ら
れ
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
流
布
本
『
保
元
物
語
』
 
『
 
 

平
治
物
語
』
が
、
半
井
本
や
九
条
家
本
・
金
刀
比
羅
本
に
限
ら
ず
、
先
行
す
る
 
 

他
の
諸
本
等
を
数
多
く
参
考
に
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
流
布
本
に
影
響
を
 
 

与
え
た
文
献
に
『
平
家
物
語
』
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

『
保
元
物
語
』
と
『
平
治
物
語
』
の
金
刀
比
羅
本
は
、
後
日
詩
が
な
く
、
典
 
 

拠
や
和
歌
看
取
り
入
れ
た
り
、
物
語
的
な
構
成
を
し
た
り
す
る
点
で
非
常
に
似
 
 

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
が
流
布
本
の
約
七
 
 

割
の
記
事
を
有
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
金
刀
比
藤
本
『
平
治
物
語
』
ほ
八
割
 
 

を
占
め
て
い
る
。
同
じ
系
統
で
あ
り
な
が
ら
の
こ
の
差
異
は
注
目
さ
れ
る
。
 
 

∧
四
∨
 
 
 

『
平
家
物
語
』
が
、
保
元
・
平
治
の
乱
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
 
 

る
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
六
十
六
種
類
の
共
通
記
事
を
記
事
の
内
容
に
応
し
 
 

て
整
理
し
て
み
る
。
 
 
 

＊
 
『
平
家
物
語
』
と
『
保
元
物
語
』
の
共
通
記
事
 
 

皇
室
関
係
の
記
事
・
…
…
…
…
…
‥
＝
＝
…
…
…
＝
‥
＝
＝
七
 
 

鹿
家
関
係
の
記
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
‥
‥
・
‥
四
 
 

平
家
関
係
の
記
事
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
‥
‥
＝
八
 
 

藤
原
家
関
係
の
記
事
…
…
…
…
＝
‥
…
…
…
…
…
・
…
⊥
ハ
 
 
 

流
布
本
田
…
・
 
 

…
…
…
…
‥
＝
‥
・
…
…
…
 
ニ
ー
十
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『
平
家
物
語
』
と
 
『
保
元
物
語
』
と
で
共
通
す
る
記
事
は
、
皇
室
を
素
材
と
 
 

し
た
記
事
が
多
い
。
『
保
元
物
語
』
 
は
、
乱
の
直
接
の
原
因
を
、
近
衛
天
皇
に
 
 

よ
る
後
白
河
天
皇
の
強
引
な
即
位
と
そ
れ
に
対
す
る
崇
徳
院
の
怒
り
に
あ
る
と
 
 

明
記
し
て
い
る
。
一
方
、
『
平
家
物
語
』
 
の
叙
述
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

「
 
（
中
略
）
我
朝
に
は
、
近
衛
院
三
蔵
、
」
ハ
条
院
二
歳
、
こ
れ
み
な
榛
栴
 
 

の
な
か
に
つ
～
ま
れ
て
、
衣
帯
を
た
ヾ
し
う
せ
〓
エ
し
か
共
、
或
は
摂
政
お
 
 

ふ
て
位
に
つ
け
、
或
は
母
后
い
だ
い
て
朝
に
の
ぞ
む
と
見
え
た
り
。
 
（
中
 
 

略
）
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
其
時
有
職
の
人
々
、
「
あ
な
お
そ
ろ
し
、
物
 
 

な
申
さ
れ
そ
。
さ
れ
ば
そ
れ
は
よ
善
例
ど
も
か
や
」
と
ぞ
つ
ぶ
や
畠
あ
は
 
 

れ
け
る
。
 
（
巷
四
■
厳
喝
御
幸
）
 
 

こ
れ
に
よ
る
と
、
近
衛
院
の
三
蔵
で
の
即
位
が
夫
逝
と
保
元
の
乱
と
い
う
不
吉
 
 

な
出
来
事
を
引
き
起
こ
す
も
と
と
な
っ
た
、
と
い
う
当
時
の
人
々
の
見
解
が
う
 
 

か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
『
平
家
物
語
』
の
作
者
も
や
は
り
、
保
元
の
乱
は
皇
室
 
 

の
内
紛
に
起
因
し
た
事
件
で
あ
る
、
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
 
 

平
家
物
語
』
と
 
『
保
元
物
語
』
と
の
共
通
記
事
に
皇
室
関
係
の
記
事
が
多
く
な
 
 

っ
て
く
る
の
も
う
な
づ
け
る
。
他
に
も
、
清
盛
は
崇
徳
院
の
乳
母
子
で
あ
り
な
 
 

外
国
の
説
話
…
…
＝
‥
…
…
…
…
…
…
＝
‥
‥
…
…
…
＝
四
 
 
 

十
 
 

諺
、
言
い
ま
わ
し
…
…
…
…
…
‥
＝
‥
…
…
…
…
…
…
 
 

『
平
家
物
語
』
と
 
『
平
治
物
語
』
 
の
共
通
記
事
 
 
 

皇
室
関
係
の
記
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
 
 
 

酷
家
関
係
の
記
事
…
…
…
…
…
…
‥
‥
‥
＝
＝
…
…
…
‥
八
 
 
 

平
家
関
係
の
記
事
…
…
1
…
…
…
…
…
‥
…
・
‥
・
・
●
・
・
・
十
五
 
 
 

藤
原
家
関
係
の
記
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
…
・
十
三
 
 
 

外
国
の
説
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝
＝
＝
…
…
…
…
二
 
 

諺
、
言
い
ま
わ
し
 
 

が
ら
保
元
の
乱
で
上
皇
方
に
味
方
し
な
か
っ
た
と
い
う
記
事
（
巻
二
・
教
訓
状
）
 
 

、
還
流
に
さ
れ
た
崇
徳
院
の
御
霊
が
莞
っ
た
記
事
（
巷
三
・
赦
文
）
、
そ
の
御
 
 

霊
を
宥
め
る
た
め
に
追
号
を
贈
っ
た
記
事
（
巻
三
・
赦
文
）
等
、
皇
室
に
関
わ
 
 

る
記
事
が
共
通
記
事
で
あ
る
。
 
 
 

先
程
の
数
値
を
見
る
限
り
、
『
平
家
物
語
』
と
 
『
平
治
物
語
』
と
で
共
通
す
 
 

る
記
事
は
、
源
家
・
平
家
等
の
家
に
か
か
わ
る
記
事
が
多
い
。
し
か
も
、
蘇
家
 
 

・
平
家
・
藤
原
家
の
間
で
の
数
の
差
は
は
と
ん
ど
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
頼
朝
が
 
 

伊
豆
に
流
さ
れ
た
記
事
は
、
『
平
家
物
語
』
巻
三
か
ら
巻
六
の
聞
だ
け
で
も
五
 
 

回
（
巻
〓
丁
行
隆
之
沙
汰
、
巻
五
■
物
怪
之
沙
汰
、
文
覚
荒
行
、
福
原
院
宣
、
 
 

巷
六
・
人
道
死
去
）
 
も
善
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
尼
御
前
の
懇
 
 

願
に
よ
っ
て
頼
朝
が
助
命
さ
れ
た
記
事
も
、
頻
出
（
例
え
ば
、
巻
五
・
早
馬
、
 
 

朝
敵
揃
）
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『
平
家
物
語
』
と
 
『
平
治
物
語
』
と
の
共
通
記
事
 
 

に
は
、
特
に
源
家
に
関
す
る
話
題
が
多
い
と
言
え
る
。
確
か
に
、
藤
原
家
の
人
 
 

物
が
保
元
の
乱
も
平
治
の
乱
も
起
こ
し
た
。
し
か
し
、
武
士
が
台
頭
し
て
き
て
 
 

政
治
ま
で
動
か
す
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
す
な
わ
ち
 
『
平
家
物
語
』
 
に
添
っ
 
 

て
い
え
ば
話
が
進
ん
で
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
藤
原
家
の
影
は
う
す
く
な
っ
て
く
る
。
 
 

そ
の
逆
に
源
家
が
歴
史
の
舞
台
で
活
躍
し
始
め
る
。
『
平
家
物
語
』
巻
五
 
「
早
 
 

馬
」
 
で
、
伊
豆
に
流
さ
れ
て
い
た
頼
朝
の
反
撃
が
始
ま
る
。
頼
朝
の
活
躍
が
め
 
 

ぎ
ま
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
闇
朝
の
過
去
や
平
治
の
乱
の
商
家
の
話
題
が
多
く
 
 

な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

『
平
治
物
語
』
 
は
、
平
治
の
乱
の
顛
末
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
九
条
家
 
 

本
と
流
布
本
と
に
は
、
頼
朝
が
平
家
を
滅
ぼ
す
、
つ
ま
り
、
治
承
・
寿
永
以
後
 
 

の
件
ま
で
を
載
せ
て
い
る
。
金
刀
比
羅
本
に
は
、
こ
れ
が
欠
け
て
い
る
が
、
代
 
 

わ
り
に
、
他
本
に
は
な
い
夢
告
の
〓
即
が
あ
る
。
 
 
 



し
ろ
か
ね
の
う
ち
敷
に
う
ち
あ
は
ぴ
を
六
七
八
は
ん
が
は
ど
を
か
せ
た
ま
 
 

ひ
、
目
手
に
て
、
「
す
は
税
朝
、
給
は
れ
」
と
て
御
簾
の
う
ち
よ
り
を
し
 
 

い
だ
さ
れ
候
つ
る
を
、
君
ま
い
ら
せ
給
ひ
、
こ
の
あ
は
び
を
ふ
つ
′
1
と
 
 

ま
い
り
つ
る
が
、
槙
に
一
本
計
の
こ
き
せ
給
ひ
、
「
す
は
守
康
、
結
ば
れ
」
 
 

と
て
な
げ
い
だ
さ
せ
た
ま
ひ
候
つ
る
を
、
（
巷
下
・
頼
朝
遠
流
の
事
 
付
 
 

け
た
り
 
守
康
夢
合
せ
の
事
）
 
 

こ
の
夢
苦
の
記
事
は
、
源
家
の
二
貝
で
あ
る
頼
朝
が
、
後
の
世
に
平
家
に
取
っ
 
 

て
代
わ
っ
て
天
下
を
手
中
に
す
る
件
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
他
の
諸
 
 

本
に
見
ら
れ
る
源
家
の
後
日
苛
と
そ
の
表
現
は
異
な
る
に
し
て
も
、
意
味
す
る
 
 

と
こ
ろ
は
何
ら
変
わ
り
が
な
い
。
要
す
る
に
、
『
平
治
物
語
』
は
、
ど
の
諸
本
 
 

も
、
治
承
・
寿
永
の
争
乱
の
一
歩
前
に
位
置
す
る
漁
家
と
平
家
と
の
争
い
と
し
 
 

て
、
平
治
の
乱
与
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
が
、
『
平
治
物
語
』
と
の
共
通
記
事
で
よ
り
多
く
源
家
に
か
 
 

か
わ
る
請
を
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
平
家
物
語
』
 
の
作
者
も
ま
 
 

た
平
治
の
乱
を
療
平
両
家
を
中
心
と
L
た
争
い
と
捉
え
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
。
 
 

保
元
の
乱
が
皇
室
の
中
に
お
け
る
皇
位
継
承
の
争
い
で
あ
り
、
源
平
の
武
士
達
 
 

は
合
戦
の
戦
い
手
に
過
ぎ
ず
、
中
心
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
平
治
 
 

の
乱
は
、
本
質
的
に
は
源
平
両
家
の
武
士
達
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
 
 

『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
物
語
』
と
『
平
家
物
語
』
と
の
共
通
記
事
に
お
い
て
も
 
 

如
実
に
示
き
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

∧
五
∨
 
 
 

『
平
家
物
語
』
は
、
素
材
の
点
か
ら
も
、
歴
史
認
識
の
点
か
ら
も
、
保
元
・
 
 

平
治
の
乱
を
そ
れ
ぞ
れ
皇
室
・
源
平
両
家
の
争
い
と
い
う
認
識
の
も
と
に
扱
っ
 
 

て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
認
識
の
も
と
に
、
『
保
元
物
語
』
と
の
か
か
わ
 
 

り
、
『
平
治
物
語
』
と
の
か
か
わ
り
、
或
い
は
両
者
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
 
 

『
平
家
物
語
』
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

〔
注
〕
 
 

（
1
）
寛
一
本
を
底
本
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
 
 

語
 
上
・
下
』
 
（
岩
波
書
店
）
 
 

（
2
）
金
刀
比
羅
本
を
底
本
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
 
 

元
物
語
 
平
治
物
語
』
 
（
岩
波
書
店
）
 
 

（
3
）
金
刀
比
羅
本
を
底
本
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
 
 

元
物
語
 
平
治
物
語
』
 
（
岩
波
書
店
）
 
 

（
4
）
 
『
源
平
盛
衰
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
源
平
盛
衰
記
 
上
・
下
』
 
（
有
朋
 
 

堂
文
庫
）
 
 

（
5
）
延
慶
本
の
テ
キ
ス
ト
は
吉
澤
義
則
氏
校
注
『
応
永
書
写
延
慶
本
 
平
家
 
 

物
語
』
 
（
勉
誠
杜
）
 
 

（
6
）
佐
藤
謙
三
・
春
田
宣
氏
編
『
屋
代
本
平
家
物
語
 
上
・
中
・
下
』
 
（
桜
 
 

楓
社
）
 
 

（
7
）
 
山
岸
徳
平
二
高
橋
貞
一
氏
編
著
『
保
元
物
語
 
（
半
井
本
）
と
研
究
』
 
（
 
 

未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
）
 
 

（
8
）
 
日
本
古
典
文
学
大
系
付
録
『
古
活
字
本
保
元
物
語
』
 
（
岩
波
書
店
）
 
 

（
9
）
山
岸
徳
平
・
高
橋
貞
一
氏
編
著
『
平
治
物
語
（
九
条
家
本
）
と
研
究
』
 
 

（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
）
 
 

（
拍
）
日
本
古
典
文
学
大
系
付
録
『
古
活
字
本
保
元
物
語
』
 
（
岩
波
書
店
）
 
 

本
稿
は
、
筑
波
大
学
比
較
文
化
学
頸
に
昭
和
六
十
年
度
に
提
出
し
た
卒
業
論
 
 

（
昭
和
六
十
年
庭
草
業
 
元
岡
山
一
宮
高
校
教
諭
）
 
 
 

文
の
一
部
で
あ
る
。
 
 


